
 

 

令和８年１月29日 

各報道機関 御中 

 

古城小学校４年生が「とんところ地震」 
の伝承学習のフィールドワークを行います 

 

この度、宮崎大学教育学部では、宮崎市立古城小学校4年生と「とんところ地震」の伝承学習のフィールドワーク

を下記のとおり行いますのでご案内いたします。 

 

このフィールドワークでは、古城地区、島山（木花）地区に残る「とんところ地震」（1662年に起きた日向灘地震）

に関する慰霊碑・供養碑を巡ります。この学習は将来発生が想定される南海トラフ地震を踏まえ、「自分の安全を守

る力」を身に付ける防災学習の一環として行うものです。地域に伝わる災害の記録を手がかりに、児童が防災・減

災について総合的に考える、探究的な学びのモデルとなる取り組みです。 

 

本取り組みは、宮崎大学教育学部を中心としたグループが、宮崎市内の小学校において防災・減災学習を支援す

る取り組みの一つとなっております。ぜひ取材等についてご検討いただければ幸いです。 

 

記 

 

   ●日 時：令和８年２月５日（木）8:30～11:50 

   ●会 場：宮崎市立古城小学校、島山地区供養碑、古城地区慰霊碑 

   ●参加者：古城小学校児童 20名程度、大学関係者、県危機管理課、市危機管理課 ほか 

   ●内容：バスで２箇所の石碑を巡り、地域の歴史や災害の記録を学びます。 

併せて地図の見方や災害への備えについて学習を深めます。 

⑴ 「とんところ地震」紙芝居（宮崎「橋の日」実行委員会制作）の実演 

⑵ バス車内での防災・減災クイズ 

⑶ 島山（木花）地区供養碑、古城地区慰霊碑の訪問 

⑷ 「身の回りの地図」の見方、描き方 

 

① 取り組みに関する問い合わせ先 

宮崎市立古城小学校 担当：藤岡 

TEL：0985-51-4416 

宮崎大学教育学部  担当：山口 

 TEL：0985-58-7497 

e-mail : n-yamaguchi@miyazaki-u.ac.jp 

※山口は電話対応が難しい時間がありますので、で

きるだけメールでお問い合わせください。 

② 発信元 

企画総務部総務広報課広報係 

TEL：0985-58-7114  

e-mail :kouhou@of.miyazaki-u.ac.jp 

報道発表 ～ 世界を視野に、地域から始めよう ～ 


